
 

淀川部会による現地対話集会（案） 

 

� 目的 

� 「中間とりまとめ」をもとに、委員の方から現地に伺い、論点に関わる関係者（住民、企業、自
治体等）の生の声を聞き、対話を行うことにより、河川管理者への提言内容をより充実したもの
とする。 

� 現地での関係住民との双方向対話から、新たな一般意見の聴取・反映方法を検討する。 
 

� 開催予定 
    
① 第１回  洪水防御、防災 

� 日時  ８月２８日（水） 午後 
� 場所  八幡市（駅前の便利なところ） 
� テーマ  「洪水防御の考え方の転換」「水害に強い街づくりとは」 
   「防災意識の向上に向けて」「水害に関する情報提供のあり方」 等 
� 招聘予定者   ４人（1人につきご意見２０分＋質疑２０分程度、計１時間40分）     

自治体（防災関連部局等）、水防団 など 
    
② 第２回  高水敷利用及び環境・水質・生態系 

� 日時  ９月７日（土） 終日 
� 場所  枚方市（駅前の便利なところ） 
� テーマ  高水敷「川らしさ、川本来の姿とは」「高水敷の利用のあり方」等 
   環境・水質・生態系「河川の水質改善のための流域のあり方」「良好な河川景観」 
� 招聘予定者 
  午前（環境・水質・生態系）３人（1人につきご意見２０分＋質疑２０分程度、計2時間） 

自治体（下水道関連部局、農業関連部局等）、漁協 など 
  午後（高水敷）５人（1人につきご意見２０分＋質疑２０分程度、計2時間20分） 

自治体、河川敷利用団体関係者（ゴルフ場経営者、少年野球関係者等）など 
 

③ 第３回  水需要管理 
� 日時  ９月２０日（金） 午後 
� 場所  京都市（駅前の便利なところ） 
� テーマ  「水需要管理の導入」「今後の水需要と水の再利用」「節水行動と生活」 

「農業用水と河川」等 
� 招聘予定者 ５人（1人につきご意見２０分＋質疑２０分程度、計2時間20分） 

自治体（農業関連部局、水道関係部局など）、水道関係団体 など 
 

� 周知方法 

自治体の広報チャネル、地域の河川・水関連の団体・ＮＰＯ等への広報、これまでの傍聴者・参加者への案
内、インターネットなどを活用する。 

 
 

以上 
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